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            「夢に向かってチャレンジ」         校長 石月 努実                          

 

３８日間の長い夏休みが終わり、今日から学校が始まりました。子どもたちは真っ黒に日焼けした笑顔で

「おはようございます！」と元気に挨拶しながら登校してきました。友だちや先生との再会を心待ちにしてい

た気持ちがとてもよく伝わってきました。大きな事故や事件もなく夏休みを過ごし、元気にまた登校してきた

ことを心から嬉しく思います。 

さて、７月２６日から８月１１日まで、フランス・パリを中心に第３３回オリンピック 

                    が開催されました。私も、テレビで連日観戦し、時間が経つのを忘れるほど熱中し 

ました。日本選手も多くの種目で活躍し、金メダル 20個、銀メダル 12個、銅メダ   

ル 13 個を獲得しました。 

その中で、柔道男子７３㎏級の橋本壮市選手は３２歳と 

いう年齢で初めてオリンピック出場を果たしましたが、初戦から左手一本で投げる 

袖釣り込み腰“橋本スペシャル”で勝ち進み、３位決定戦では左の体落としで優勢 

勝ちを収め、見事に銅メダルを獲得しました。橋本選手は、小学校の卒業文集に 

「柔道のオリンピックに出たい」と書いたそうですが、そこからの道のりは決して容易 

ではなく、リオデジャネイロオリンピック、東京オリンピックで連覇した同じ階級の大野将平選手という大きな

壁によってオリンピック代表の座を勝ち取ることはできませんでした。そのため、橋本選手は引退を何度も考

えましたが、踏みとどまったのは「やり残したことがある」という思いが消えなかったからだそうです。近代オ

リンピックを提唱したピエール・ド・クーベルタンは「オリンピックは勝つことよりも参加することに意義があ

る」という言葉を残したと言われています。オリンピックに出場できるのはほんの一握りの非常に限られた選

手だけです。小さい頃からオリンピックへの出場を夢見て、努力に努力を重ねて練習をしてきても、必ずしも

出場できるとは限りません。しかし、日本選手に限らず、今回オリンピックに出場した全ての選手は、どんな

に辛く苦しくても決して諦めずにひたむきに努力を続けてきたのだと思います。「オリンピックに参加する」

「オリンピックでメダルを獲得する」こうした高い夢や目標に向かって挑戦し続ければ、どれだけ時間が 

かかっても、達成することができることを橋本選手は立派に証明してくれました。 

The opposite of success is not failure. It is not trying. 

成功の反対は失敗ではなく、挑戦しないことである。 

  これは発明王トーマス・エジソンが残した言葉ですが、夢や目標に向かって何かに挑戦し続けている間

は、何度うまくいかなくても、それは失敗ではありません。夢や目標の壁が高いときに失敗を恐れ、挑戦しな

いのはある意味安全策ですが、同時に成長や経験を積む機会を失ってしまいます。挑戦して経験したこと

は、たとえ失敗しても、そこから学ぶことができ、次に生かせる貴重な材料になり、自分を成長させます。 

結果ばかりを気にせず、まずやってみることが大切です。 

第Ⅴ期のめあては「ちょうせん」です。こすがやっ子には、これからも新しいことにどんどん挑戦してほしい

と思います。 

 

令和６年度 学校だより  

第Ⅴ期  ちょうせん  ８/２７ ～ １０/１４  

        http://www.edu.city.yokohama.jp/school/es/kosugaya/ 

横浜市立小菅ケ谷小学校 

ＴＥＬ 893-1218 

 

http://www.edu.city.yokohama.jp/school/es/kosugaya

